
２０２５年８月 市薬研修案内 
会 員 各 位                                  一般社団法人福岡市薬剤師会 

下記のとおり、研修会を開催いたします。 

☆研修会は事前申込み制となります。 

申込詳細については、個別の案内状にてご案内しておりますのでそちらでご確認ください。 

◇開 催 場 所       ： 

福岡市薬剤師会館 4Ｆ講堂 福岡市中央区今泉 1-1-1 TEL：（092）714-4416 

開催日 研修会名 演 題 ・ 講 師 な ど           

8月 1日 

(金) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

健康食品に関する

研修会② 
《薬局委員会》 

【特別講演】 

演 題：「健康食品の安全性と品質確保について」 

演 者：日本健康・栄養食品協会 健康食品部長 増山 明弘 様 

8月 6日 

(水) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ あらゆる領域に強くなろうシリーズ ≫ 
～放射線ファーマシストに学ぶ～ 

【講演Ⅰ】 

演 題：「放射線の基礎知識と 

福島県放射線ファーマシスト事業について」 

演 者：ふたば薬局 薬剤師 鍛治内 大輔 先生 

【講演Ⅱ】 

演 題：「放射線について県民からの相談事項について」 

演 者：ふたば薬局 薬剤師 放射線ファーマシスト 齊藤 賢一 先生 

【要旨】福島県薬剤師会では、全国に先駆けて「放射線ファーマシスト」 を

養成している。薬剤師として、放射線を正しく知り、自ら考え判断し、正しい

情報を伝えていくことは、福島に住む薬剤師の責務であるが、他県の薬剤師に

もぜひ共有したい。本研修会では薬剤師として知っておきたい放射線の知識

として、放射性物質・放射能・放射線・単位等の基本事項、粒子線、壊変（崩

壊）、遮蔽、放射性物質の除染、人体への影響、放射線に関する薬剤、安定ヨ

ウ素剤の調製について、最新知見も踏まえて解説していただく。さらに東日本

大震災時の福島県薬剤師会の支援活動例も紹介していく。 
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開催日 研修会名 演 題 ・ 講 師 な ど           

8月 7日 

(木) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ 東大・薬剤師会育薬セミナー ≫ 

【薬局プレアボイド・インシデント事例 徹底解析トレーニング】 

▶ マグミット錠とマドパー配合錠の時間をずらして体の動きが改善 

～レボドパ製剤と酸化マグネシウムの併用の可否について考える～ 

【症例から学ぼう副作用】 

▶ 気にしておきたい副作用 - 気管支拡張薬・気管支喘息治療薬 ① 

【医薬品適正使用・育薬のホットな情報】 

▶ BZ系薬中止に必要なのは患者教育、薬剤見直し、薬剤師主導の教育

的介入？ 

【ニュードラッグインフォメーション】 

▶ 非小細胞肺癌と EGFRチロシンキナーゼ阻害薬：新薬の医薬品情報

のポイント 

（ラズクルーズ錠 80 mg・240 mg ＜ラゼルチニブメシル酸塩水和物＞） 

【第 20回ヒヤリ・ハッと・ホッと事例に学ぶ 

「薬剤業務リスクマネジメント」研究会（前編）】 
現場の薬剤師が経験したヒヤリ・ハッと・ホッと事例（プレアボイ

ド、インシデント事例・アクシデント事例）を取り上げ、各事例の

「問題点の抽出」「背後要因の探索」「薬局の対応・確認ポイント・今

後の対策」などについて育薬学講座教員が徹底解説を行います。 

 

講 師：東京大学大学院薬学系研究科育薬学講座  

澤田 康文 先生／佐藤 宏樹 先生／三木 晶子 先生 
PS 項目：1-1-1／1-2-1・2／1-3-1～4／2-1-4・6・22・24・26・29・30 

2-2-120～123・127～136・140～153／2-3-1・3～5・7・11・12・16・18・31～39 
4-1-1～5／4-4-3 

8月 27日 

(水) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪ あらゆる領域に強くなろうシリーズ ≫ 
【特別講演】 

演 題：「小児への服薬支援を考える 

～明日からの業務に活かしていこう～」 

演 者：地方独立行政法人 福岡市立病院機構  

福岡市立こども病院 薬剤部 土屋 貴 先生 

【要旨】小児科領域の処方箋を応需すると、小児薬用量の確認から調剤方法の

検討、こどもと保護者との関わりなど考えないといけないことばかりとなり、

小児領域に苦手意識は持っていないでしょうか？ 

本講演では、小児に携わる薬剤師業務の中から、年齢や発達段階に応じた内服

薬や自己注射薬（1 型糖尿病・低身長症）の服薬支援、医療的ケア児への支援

などについて紹介します。明日からの業務のヒントになります。 

8月 28日 

(木) 
 

19時 30分 

～  
21時 00分 

福岡市薬剤師会 

学術研修会 
《生涯学習委員会》 

≪東大・薬剤師会育薬セミナー≫ 
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※詳細が分かり次第、配信・HP 等でお知らせします。 



   

※各研修会のお申込み及び受講研修単位については、個別に配信しておりますご案内状にてご確認ください。 
※受講料：福岡市薬剤師会Ａ会員・Ｂ会員・研修メンバー会員・薬学生は無料。 

福岡市薬剤師会新人薬剤師研修会参加無料登録者は 2025 年 9 月 30 日まで無料で受講いただけます。 
それ以外の方（非会員を含む）は、１人 3000 円の負担をお願いします。 

※この研修会は氏名及び薬剤師免許番号を含む受講者名簿を「公益財団法人日本薬剤師研修センター」に報告させて
いただきます。また、氏名及び勤務先名を含む受講者名簿を共催団体へ提供する場合もございます。ご了承の上、
お申込みください。 

※研修単位は、申請状況・受講状況によっては単位が認められない場合もございます。 
※福岡市薬剤師会で開催される研修会・説明会等の運営は、保険薬局会費により運営しております。 
 
【お知らせ】 
東大・育薬セミナーの会場受講にて交付しております「DLM センター発行 育薬セミナー単位」について 
医薬品ライフタイムマネジメントセンターの DLM 認定薬剤師制度の改変に伴い、 
1.25 単位（120 分）から 1 単位（90 分）へ変更となりました。 
DLM 認定薬剤師制度の詳細については、「NPO 法人 医薬品ライフタイムマネジメントセンター」の 
ホームページをご確認いただくか、お問合せ先にメール送信にてお尋ねください。 
≪NPO 法人 医薬品ライフタイムマネジメントセンター≫ 

ホームページ：https://www.dlmc.jp/  お問合せ先：DLM センター事務局（ office-070401@dlmc.jp ） 
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